






















































































































































































































































































































































































































































































出力は淡蒼球内節（internal segment of globus palli-









結するが、途中淡蒼球外節（external segment of 

















































































































































































































































件から SIMU条件を差分した脳活動画像（REAL vs 
SIMU）を求めた後、被験者集団における REAL vs 
SIMUの有意な脳活動領域を求めた。
　右手の REAL vs SIMUは、腹側線条体、前頭眼
窩野、島皮質、前帯状回、前頭前野、扁桃体、腹側
被蓋野、上側頭溝後部、小脳前部に有意な活動（P
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